
募集職種 一般事務
(行政、建築・土木、管理栄養士、学芸員)

申込期間 ６月４日(水) ～ ６月23日(月)

栃木県矢板市職員採用

矢板市はあなたの
挑戦を求めています。

少子高齢化・人口減少は多くの自治体が抱える共通

課題でもありますが、矢板市は恵まれている環境が

ありながらも、地域経済基盤が弱体化し、

地方公務員という、一見すると安定している

仕事の中に、市民の声を聴き、課題の解決に

私たちはこんな力を

大切にして働いています。

それ、私も共感できる！
と思った方、ぜひご応募をお待ちしています。

募集可能年齢 22歳（大卒見込）～29歳まで
※行政以外は34歳まで

問合せ先

矢板市役所 総務人事課 戦略人事室

住所 栃木県矢板市本町５番４号
☎ 0287-43-1113
📩 soumu@city.yaita.tochigi.jp

課題先進地域に陥っている状態です。

矢板市長
挑戦するステージがあります。

市民へ
寄り添う力

仮説を
検証する力

対話で
解決する力

エントリーはこちら

選ばれる矢板市へ、ともに歩みましょう。

一次試験内容 書類選考のみ



I N T E R V I E W

矢板市職員インタビュー

写真

パスポートの交付業務を中心

に、住民票等の各種証明書の発行、
マイナンバーカードの交付、国民
年金の資格異動や住民票の異動等
の窓口業務を行っています。
業務が多岐にわたり覚えること

が多いですが、一つ一つの処理が

目に見えるので充実感があります。

市民課が行う住民基本台帳事務
は行政サービスの基礎として利用
されることから、常に複数人で確
認をしながら業務をします。職員
同士協力しあって業務に取組む意

識があるので、活発で話しやすい
雰囲気だと感じています。

私は矢板市のインターンシップに
参加し、働く人を見て、直接話を聞
いて、やりがいがあると感じ志望
しました。矢板市で働くイメージを
もって頑張ってください。

ふるさと納税制度の運営と、

移住定住の促進など、本市の魅力
を市外の方へ伝える業務を行って
います。
これまで矢板市を知らなかった

方にふるさと納税の寄附をいただ
くことや、移住先の候補地として
考えていただくなど、自分の仕事

が地域の活性化や新しい出会いに
つながることがとても嬉しいです。

１か月の育休を取得し、新生児期
の成長を間近で感じる貴重な時間
を得られたのと同時に妻への感謝

を改めて実感しました。
仕事についても、先輩方に

フォローいただき、仕事と家庭

の両立の大切さを実感しました。

市役所の業務は、地域や人と
のつながりを実感できるやりが
いがあり、地域の未来をつくる大
切な役割を担っています。これ
からの未来を一緒につくってい
きましょう！

私の担当は市道の維持管理で

す。道路の点検や修繕計画の策定
を行い、地域の交通インフラを支
えることが主な業務です。
仕事をしていて充実していると

感じるのは、自分の努力が直接的

に地域の安全や快適さに繋がって
いると実感できる瞬間です。

矢板市役所の休暇制度を活用し
て、有給休暇を利用し趣味のス
ノーボードを楽しんでいます。冬
のシーズンに自然の中で過ごす時
間は心身のリセットになり、仕事

へのモチベーションも高まります。
また充実した休暇を通じてリフレッ
シュできます。

矢板市役所は地域に貢献できる
やりがいのある職場です。自分の
意見を大切にし、成長できる環境
が整っています。ぜひ挑戦してみ
てください！

仕事

育児

一言

仕事

雰囲気

一言

仕事

一言

休日 R6有給休暇平均取得数

11.4日
R6夏季休暇平均取得数（全6日）

5.65日

【一般行政】
商工観光課（採用）
スポーツ推進班
国体・スポーツ局
▷市民課

【建築・土木】
農林課（採用）

▷建設課

上司や同僚との関係が良好と答えた一般職員

84.2%
R7女性管理職の割合

38.5%

R6男性育休取得率

75.0%

【一般行政】
健康増進課（採用）
商工観光課
県地域振興課（派遣）
▷総合政策課
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